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令和５年１２月議会定例会

会議の顛末

本会議（１２月１２日）

議長（山根政彦）

皆さんおはようございます。ただいまの出

席議員数は９人です。

定足数に達していますので、令和５年第８

回若桜町議会定例会を開会します。

これより本日の会議を開きます。

議事日程の報告

本日の議事日程は、お手元に配布のとおり

です。

日程第１

「会議録署名議員の指名」を行います。

今期定例会の会議録署名議員は、会議規則

第１２５条の規定により、議長において、山

本安雄議員、梶原明議員を指名します。

日程第２

「会期の決定について」を議題とします。

お諮りします。

本定例会の会期は、本日から１２月１５日

までの４日間にしたいと思います。

これにご異議ありませんか。

（異議なし）

異議なしと認めます。

したがって、会期は本日から１２月１５日

までの４日間に決定しました。

日程第３

「諸般の報告」をします。

会議関係諸般の報告は、印刷してお手元に

配布のとおりです。

朗読は省略します。

続いて、議員派遣報告を行います。

若桜町議会９月定例会において議決し、派

遣を決定しました議員派遣について、報告書

が提出されています。

若桜町議会報告第２１号 議会だより調査

特別委員会の調査研究、若桜町議会報告第２

２号 令和５年度東部町議会議長会議員研修

会、若桜町議会報告第２３号 令和５年度鳥取

県町村議会議員研修会につきましては、印刷

をしてお手元に配布のとおりです。

朗読は省略します。

次に、常任委員会に付託した陳情について

報告します。

今期定例会において受理した陳情は、お手

元に配布の「請願等文書表」のとおりです。

このうち、陳情第１６号については、会議

規則第９２条第１項の規定により、総務産業

教育民生常任委員会に審査を付託しました。

日程第４

議案第１１７号 令和５年度若桜町一般会

計補正予算（第６号）を議題とします。

提案理由の説明を求めます。上川町長。

町長（上川元張）

皆さんおはようございます。今年は記録的

な猛暑となり、秋以降も暑い日が続きました。

紅葉も例年より遅く、若桜宿内で見頃を迎え

たのは、ようやく１１月も下旬になってから

だったと思います。

そんな中、１１月２６日午前８時４０分過

ぎに、吉川で火災が発生しました。地元の自

衛消防隊、町の消防団、東部消防局と消防関

係者が迅速に続々と駆けつけ、懸命な消火活

動を行いましたが、火の回りが速く、民家１

棟を全焼、お年寄りが１人お亡くなりになり

ました。大きな類焼を免れたのは不幸中の幸

いでしたが、大変残念な結果となりました。

心よりご冥福をお祈り申し上げますとともに、

ご遺族の皆様にお悔やみを申し上げます。

本町での建物火災は５年ぶり、建物火災に

より人命が失われたのは約４０年ぶりという

ことです。火災の原因は、まだ調査中という

ことですが、これから本格的な冬を迎える中、

こうした痛ましい火災が二度と起きないよう、

町民の皆様に改めて防火を呼びかけてまいり

たいと思います。

さて、本日ここに令和５年第８回若桜町議



会定例会を招集しましたところ、議員の皆様

にはご出席を賜り、令和５年度一般会計補正

予算及び諸議案の審議をいただきますことに

感謝を申し上げます。

今年は新型コロナが５類に移行し、社会経

済活動が正常化しました。町内でも秋以降、

「ねんりんピック 健康マージャン」のプレ大

会や、「鬼っこまつり」などの各種イベントを

盛大に開催するとともに、「町民大運動会」や

「敬老会」などの町内行事も復活開催し、町

ににぎわいが戻ってきました。

国際交流も再開でき、交流提携を結ぶ台湾

新竹県横山郷への初訪問がかない、また、台

湾人ツアー客が数多く若桜鉄道周辺を訪れる

ようになりました。様々な面でコロナ禍の長

いトンネルから抜け出たことを実感できる年

となりました。

また、今年の大きな課題の１つでありまし

た買物環境の確保につきましては、店舗はエ

スマートさんに、移動販売はフードセンター

小嶋さんに引き継いでいただき、買物環境を

しっかり守ることができました。ご尽力をい

ただいた関係者の皆様に感謝申し上げますと

ともに、町民の皆様には、今後、地元の各店

舗での買物をより一層心がけていただき、町

内の買物環境の維持にご協力をいただきます

ようお願いいたします。

それでは、ただいま議題となりました議案

につきまして、提案理由をご説明いたします。

議案第１１７号 令和５年度若桜町一般会

計補正予算についてでございますが、既定の

歳入歳出予算の総額に、それぞれ１億５６７

万２千円を追加し、歳入歳出予算の総額を４

４億８,９１７万円とするものでございます。

地方自治法第２１３条第１項の規定により、

翌年度に繰り越して使うことができる経費は、

「第２表 繰越明許費」のとおりとし、地方債

の変更は、「第３表 地方債補正」のとおりで

ございます。

はじめに、歳入の概要についてご説明いた

します。

地方交付税では、普通交付税を８,３９２万

８千円、分担金及び負担金では、獣肉処理施

設管理負担金として７２万５千円、使用料及

び手数料では、氷ノ山スキー場直行便運行収

入として１６万８千円をそれぞれ追加いたし

ました。

国庫支出金では、社会保障・税番号制度シ

ステム整備費補助金として９８２万１千円、

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時

交付金として４,１９３万８千円を追加する

など、その他の補正と合わせまして、総額５,

２５５万８千円追加いたしました。

県支出金では、子育てのための施設等利用

給付県負担金として６万４千円、学校や地域

と連携した地産地消率向上支援事業補助金と

して５５万６千円など増額しておりますし、

また、市町村創生交付金を６万８千円を減額

し、その他の補正と合わせまして総額５８万

４千円追加いたしました。

財産収入では、土地売払い代金として３３

３万円。寄附金では、ふるさと納税に係る指

定寄附金として２,５００万円をそれぞれ追

加しております。繰入金では、普通交付税交

付額の増額が見込まれるため、財政調整基金

繰入金５,８４３万５千円を減額しておりま

す。

諸収入では、過年度返還金と精算金を合わ

せまして総額９４１万３千円を追加いたしま

した。町債では、繰入金と同様に普通交付税

交付額の増額が見込まれるため、臨時財政対

策債９７９万９千円、過疎対策事業債１８０

万円をそれぞれ減額しております。

次に歳出の主なものについてご説明いたし

ます。議会費では、議会だより発行に係る費

用として４０万円を追加しております。

総務費では、一般管理費に１５５万円、バ

ス運行事業に１６２万８千円、ふるさと応援

基金積立に２,５００万円、ふるさと納税推進

事業に１,２３１万６千円、戸籍住民基本台帳



事務に１,００４万２千円を追加するなど、そ

の他の補正と合わせまして、総額５,１４２万

９千円を追加いたしました。

民生費では、住民税非課税世帯給付金事業

に４,１９３万９千円、障がい者福祉事業に１

２１万円など増額しておりますし、地域医療

体制確保事業では１８０万円、敬老事業では

２０４万３千円をそれぞれ減額し、その他の

補正と合わせまして、総額３,９８０万２千円

を追加いたしました。

衛生費では、塵芥処理対策事業に１０６万

４千円、農林水産業費では、獣肉解体処理施

設管理運営事業に９９万５千円など、その他

の補正と合わせまして２１５万８千円、商工

費では氷ノ山集客促進事業に１６５万６千円

をそれぞれ追加しております。

土木費では、道路維持費に１０２万円、町

営住宅管理事業に２１８万１千円、宅地造成

事業に１０８万１千円それぞれ追加し、総額

４２８万２千円を追加しております。

また、消防費では、屋根雪下ろし補助金と

して災害対策事業に１００万円をそれぞれ追

加しました。

教育費では、若桜学園管理費に５８万３千

円、公民館管理費に４５万４千円など追加し

ておりますし、町民体育館管理では３３万７

千円減額し、その他の補正と合わせまして、

総額８８万１千円追加しております。

なお、予備費において、歳入歳出総額の調

整を行うため３００万円増額しております。

以上でございます。ご審議のほどよろしく

お願いいたします。

議長（山根政彦）

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

日程第５

議案第１１８号 令和５年度若桜町国民健

康保険事業特別会計補正予算（第１号）、議案

第１１９号 令和５年度若桜町後期高齢者医

療特別会計補正予算（第１号）、議案第１２０

号 令和５年度若桜町簡易水道事業特別会計

補正予算（第５号）、議案第１２１号 令和５

年度若桜町公共下水道事業特別会計補正予算

（第３号）を一括して議題とします。

提案理由の説明を求めます。上川町長。

町長（上川元張）

それでは、ただいま議案となりました議案

につきまして、提案理由をご説明いたします。

はじめに、議案第１１８号 令和５年度若桜

町国民健康保険事業特別会計補正予算につい

てでございますが、既定の歳入歳出予算の総

額にそれぞれ１,９２２万９千円を追加し、歳

入歳出予算の総額を４億４,８５３万８千円

とするものでございます。

歳入では、県支出金に５０万円、繰入金に

２万５千円、前年度繰越金に１,８７０万４千

円をそれぞれ追加しております。歳出では、

国民健康保険財政調整基金事業に１,４９９

万８千円、賦課徴収事業に２万５千円、一般

被保険者療養事業に５０万円をそれぞれ追加

しております。なお、予備費において歳入歳

出総額の調整を行うため、３７０万６千円増

額しております。

続きまして、議案第１１９号 令和５年度若

桜町後期高齢者医療特別会計補正予算につい

てでございますが、既定の歳入歳出予算の総

額に、それぞれ１７万７千円を追加し、歳入

歳出予算の総額を６,４３２万８千円とする

ものでございます。

歳入では、前年度繰越金に、歳出では後期

高齢者医療広域連合納付金に、それぞれ１７

万７千円を追加しております。

続きまして、議案第１２０号 令和５年度若

桜町簡易水道事業特別会計補正予算について

でございますが、維持修繕事業におきまして

予算不足が生じたため、予備費において予算



措置を行っており、既定の歳入歳出予算の総

額に変更はございません。

続きまして、議案第１２１号 令和５年度若

桜町公共下水道事業特別会計補正予算につい

てでございますが、既定の歳入歳出予算の総

額に、それぞれ１０８万１千円を追加し、歳

入歳出予算の総額を２億７０８万１千円とす

るものでございます。

歳入では、諸収入に１０８万１千円を追加

しました。歳出では、下水道総務費に１８万

６千円、施設維持管理費に１０８万１千円を

それぞれ追加しております。なお、予備費に

おいて、歳入歳出総額の調整を行うため、１

８万６千円減額しております。

以上でございます。ご審議のほどよろしく

お願いいたします。

議長（山根政彦）

これより質疑に入ります。

質疑は一括して行います。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

日程第６

議案第１２２号 若桜町簡易水道事業の設

置等に関する条例の制定について、議案第１

２３号 若桜町下水道事業の設置等に関する

条例の制定について、を一括して議題としま

す。

提案理由の説明を求めます。上川町長。

町長（上川元張）

それでは、ただいま議題となりました議案

につきまして、提案理由をご説明いたします。

議案第１２２号 若桜町簡易水道事業の設

置等に関する条例の制定について、及び、議

案第１２３号 若桜町下水道事業の設置等に

関する条例の制定について、でございますが、

これは、簡易水道事業及び下水道事業におき

まして、地方公営企業法を適用するにあたり、

必要となる条例を定めるものでございます。

以上でございます。ご審議のほどよろしく

お願いします。

議長（山根政彦）

これより質疑に入ります。

質疑は一括して行います。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

日程第７

議案第１２４号 若桜町印鑑条例の一部改

正について、を議題とします。

提案理由の説明を求めます。上川町長。

町長（上川元張）

それでは、ただいま議題となりました議案

につきまして、提案理由をご説明いたします。

議案第１２４号 若桜町印鑑条例の一部改

正について、でございますが、これはコンビ

ニエンスストアにおいて移動端末機を用いて

印鑑登録証明書の交付が受けられるよう、本

条例の一部を改正するものでございます。

以上でございます。ご審議のほどよろしく

お願いいたします。

議長（山根政彦）

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

日程第８

議案第１２５号 若桜町税条例の一部改正

について、議案第１２６号 若桜町国民健康保

険税条例の一部改正について、を一括して議

題とします。

提案理由の説明を求めます。上川町長。

町長（上川元張）

それでは、ただいま議題となりました議案



につきまして、提案理由をご説明いたします。

はじめに議案第１２５号 若桜町税条例の

一部改正について、でございますが、これは

地方税法第３１４条の７第１項第４号の規定

に基づき、本条例の一部を改正するものでご

ざいます。

続きまして、議案第１２６号 若桜町国民健

康保険税条例の一部改正について、でござい

ますが、これは地方税法等の一部改正に伴い、

所要の改正をするものでございます。

以上でございます。ご審議のほどよろしく

お願いいたします。

議長（山根政彦）

これより質疑に入ります。

質疑は一括して行います。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

日程第９

議案第１２７号 若桜町営住宅の設置及び

管理に関する条例の一部改正について、を議

題とします。

提案理由の説明を求めます。上川町長。

町長（上川元張）

それでは、ただいま議題となりました議案

につきまして、提案理由をご説明いたします。

議案第１２７号 若桜町営住宅の設置及び

管理に関する条例の一部改正について、でご

ざいますが、これは、令和５年１０月１日か

ら、「とっとり安心ファミリーシップ制度」が

導入されたことに伴い、所要の改正をするも

のでございます。

以上でございます。ご審議のほどよろしく

お願いいたします。

議長（山根政彦）

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

日程第１０

議案第１２８号 若桜町簡易水道事業の設

置等に関する条例及び若桜町下水道事業の設

置等に関する条例の施行に伴う関係条例の整

備について、を議題とします。

提案理由の説明を求めます。上川町長。

町長（上川元張）

それでは、ただいま議題となりました議案

につきまして、提案理由をご説明いたします。

議案第１２８号 若桜町簡易水道事業の設

置等に関する条例及び若桜町下水道事業の設

置等に関する条例の施行に伴う関係条例の整

備について、でございますが、これは、簡易

水道事業及び下水同事業におきまして地方公

営企業法を適用し、条例を定めることに伴い、

関係する条例について、所要の改正並びに廃

止をするものでございます。

以上でございます。ご審議のほどよろしく

お願いいたします。

議長（山根政彦）

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

以上で、本日の日程は全部終了しました。

本日はこれにて散会します。

   午前１０時２３分  散 会


